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「会話と対話」関西いのちの電話理事長今村一之

確かゲーテの言葉に、「一つ外国語を習得すれば、世界が倍に広がる」というのがありました。英会話に取り組んだ方も多いでしょう。英会話教室や学校が街に溢れ、「会話」は親しい単語です。

ある時「対話」という単語が気になりました。会話とどう違うのか。ある辞典では、会話も対話も「向かい合って話すこと」とあり、差はみられません。他では、会話は「話をやりとりする事（conversation）」、対話は「向かい合って様々な事柄について話をする事。対談。ダイアログ。（conversation）」とあります。この定義でもまだ不明確と思えます。

最近「対話のレッスン」という本を見つけました。劇作家平田オリザ氏の力作で、そこに示された「話し言葉の地図」は、大変興味のある内容です。

演説から独り言まで、９種類の話し言葉が挙げられ、対話はdialogue。会話はconversation。と定義されています。会話で得られる結果は確認。対話で得られる結果は共感です。

いのちの電話で交わされる話し言葉は対話、相手の見えない「聴くこと」を中心とした難しい対話です。そして共感を得なければなりません。関西いのちの電話から発行された長尾文雄氏執筆による「共感」は、的を得た冊子であると思います。相談員の方々が、この本なども参考とし、対話の達人となれるよう研鑚に努められることを切望いたします。



【相談員ノート】――“感情”に踏み込む余地は…――25期Ｋ．Ｓ

何かを見て、あるいは体験して、人が感じたことに対しては、他のどんな人であれ、それを変えることはできない。議論したり、人の意見を論破したり（やったことはないけれど、一度くらいやってみたい･･･。）、理屈を言いあったりできるけれど、“感情”というものには、他人の踏みこむ余地はないのだろうか？

例えば、私が子どもと遊んでいたとする。自分では、充分楽しんで遊んでいるつもりでも、他の人から見たら、“しんどそうだった”と言われたりすることがある。そういうとき愕然とする。“いやぁ、本当に楽しかってんから･･･。”と何度言ってもむなしいというか、その人には届かないと思う。そういうとき、自分自身は人がどう思おうと楽しかったんだからいいやという気持ちと、でも、なぜしんどそうに見えたのかなぁという附に落ちない気持ちが残ったりする。

普通、仕事の場面や日常生活で、気持ちや感情を伝えあう機会はめったにない。でも、私の仕事である保育現場では、他の職場よりはそういう機会が多いのではと思う。感情を伝えあうというよりは、子どもと遊んで共感しあう、子どものことで親御さんと共感しあえたら、それが一番理想的な姿だと思う。と考えていたら、いのちの電話と保育の仕事というのはとても似ているのではないだろうか？二つの場が影響しあっていい方向へ進めたらうれしいのだけれど･･･。



2001年受信状況の傾向
受信総数19,589件、昨年比49件微増。年代別でみると、30代31.6%,40代24.2%,20代19.3%,

50代14.8%。内女性30代19.3%,40代16.9%は総数の36.2%を占める｡問題内容別では、人生21.2%・健康21.2%・家族11.9%･夫婦10.5%。いずれも女性からの相談が多い。男性のみでは、人生20.9%・健康19.9%の合計で40.8%。性と相談外(ﾃﾚﾌｧｵﾝｾｯｸｽ)の総数比は11.2%。心の病を持つ人の相談は40.7%、内治療中は29.3%。自殺傾向は1,946件で総数の9.9%。内自殺傾向は30代38.1％,40代20.9%,20代20.7%,総数の79.7%、同年代の女性で53.1%。自殺傾向の78.4%が心の病を背景にしている。<文責:長尾文雄>

29年間の受信件数2001年末累計491,593件

2001年１年間の受信件数は総件数：19,589件

男女比：男性7,219件・女性12,370

男性36.9%・女性63.1%

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ：389名(2001年5月登録）

総対応時間：12,324時間26分(平均37.7分)(2002/4/16)



【第36期認定式】
第36期電話相談員認定式と、勤続20年、10年感謝式が３月９日（土）午後２時から聖贖主教会で行われました。

｛36期生認定者は25名、勤続20年（17期生）４名、勤続10年（27期生）15名｝

20年と10年の方、今年認定を受けられた方たちにそれぞれの思いを寄せていただきました。

「認定の日を迎え～気がつけば２年～」36期Ｓ．Ｓ

ここ、４、５年、ふっと、「このままでいいのかなあ」とか、「こんな生き方がしたかったのかなあ」という思いがよぎることがあった。何かに深く思い悩んだり、苦しんでいるわけではなく、ふとした時に、後ろから肩を軽く叩かれたような感じでそんな思いが自分を振り返らせる。はじめ、白分でも意識できないくらいの、その小さな問い掛けがだんだんと意識できるほど大きくなってきた頃、いのちの電話の面接を受けていた。

当初、どうしてこのボランティアをしようとしているのか、白分の中で明確ではなかった。そして２年が経った今も、続けている意味や答えが見えているわけではない。ただ、気づけば２年であった。正直、このいのちの電話を通して、自分の中にそれほど劇的な変化や大きな気づき、ドラマチックな展開があるわけではない。

しかし、何本も電話をとる中で、小さいけど、ささやかでも大切なことを教わることがある。どうしてあげることも出来ず、返す言葉も見つからず、祈るような気分で受話器を置くこともある。数は少なくても、なんだかそんなことが、今の私にはじわじわと響いてくるようである。この先、ここに参加する意味や自分の中での位置付けは、その時々でどんどん変わるのだと思う。どんなふうに変わるのかは、今は分からないが、これくらいの調子で、こんな感じで、この先も続けられればいいなあと思っている。変な期待や気負い、無理がなく、自分の生活の、また内面のほんの一部として、いい形で付き合ってけたらいい。そして気づけば５年、気づけば10年と振り返りながら、いつの日か自分を振り返らせた思いに対する答えがほんのりとでも見える日が向かえられるのかもしれないと、認定の日を迎えぼんやりと、そんな思いにふけっていた。

「20年、私のすべての宝物に感謝！」勤続20年17期Ｎ．Ｋ

感謝式に参加して、同期の方々のことが昨日のことのように思い出されました。一泊研修で眠りこけた私をやさしく起こしてくれた方、駅までの道々話の花が咲いたこと、同期会での近況報告…。今では電話を離れた方もそれぞれの場で、同様のお働きをされているのではないかと思っています。私は20年前の認定式のとき、第一子を妊娠中でした。その子がもうすぐ成人式を迎えます。今、私もその子とともに成長してきて、第二の成人式を迎えたような気がしています。私を今日まで支えてくださった方々に感謝の気持ちでいっぱいです。担当に入った時、暖かい笑顔や挨拶、声かけがどんなにうれしく励ましになったことでしょう。

また、グループ活動では、人生について語り多くを教えられました。丸ごとの私が、一本の電話を通して人生について、共に考えるという電話相談ならではの活動に参加できたことに感謝しています。そして、何よりも「私とは何か」を考えさせてくれたのは、電話のかけ手の方々でした。多くの相談員との連携プレイであり、そこには契約（あるいは約束）というものの持つ厳しさがあります。同時に、私のもつタレントを生かして相談員の役割を果たすという、人としての喜びがあります。私のような欠点だらけのものが、今日まで来れましたことを感謝しています。そして、私の反省点、辛いこと、悲しいこと…すべてを私の人生の宝物と思っています。

「10年、一つの検証」勤続10年27期Ａ．Ｉ

振り返れば10年。かけ手や聴き手の必要性は認めているが、その一方の自分自身に居心地の悪さを感じ、その回答を見出せないまま足が遠のいてしまって、どのくらい経つだろうか。一括りにした相談員の質の向上を求める自己研鑽、Ｇ研修、ＳＶとは別の方向があってもよいのではないだろうか。個人の条件は、本人・家族・職場・地域を含め様々に変化する。その変化に対応できるような形態があってもよいと思う。たとえば認定後、数年たてば、その後の方向にいくつかの選択肢があり、各々の活動を通して組織を支えていく方法とか。相談員の中には、そのような方法があれば辞めずにすんだ方も多くあったと思われる。

また、ボランティアの陥りやすいものに、自己満足と甘えがあるといわれている。「いのちの電話」の場合、自己満足はブース内で起きていないだろうか。かけ手と一対一で接する時、とかく指示的・教訓的になるのがその始まりである。甘えははまってしまうとかなり深刻である。自身の甘えに始まり、友人・仲間・家族・組織、最後にはかけ手にまで及んでしまう。じわじわと蝕まれていくことを自覚できないところに甘えの深刻さがある。まさに私自身がそうであるように。

しかし人は、そんなに強くない。甘えも時には必要と思う。またしっかり甘えることができる人は他人をも甘えさせられるのではないだろうか。

「いのちの電話」では、かけ手に価値観の多様化や正解は一つではないと伝えているが、組織自体の方向性では多様化されているだろうか。相談員の役割以外に他の方向が用意されているだろうか。

甘えを認識するのに10年かかってしまったが、まだそこから抜け出し、何かに挑戦したい気持ちが残っている間に、対内的な価値観の多様化及びその方向性を示してほしいと思う。



【字遊帳】『涙』35期Y．M

何故、涙は出るのだろう？…。人間は時に応じて、嬉しいときや、また悲しい時にも涙は流れる。涙は体が感情を表現するものの1つだと何かの本で読んだ記憶がある。私は幼い時からよく泣く子だったと周囲から聞かされてきた。５、６才の頃から映画館で、いつも滂沱の涙を流しては、大人たちの顰蹙を買っていた。あの頃は大映で三益愛子主演の母ものがシリーズで製作され、母親や叔母たちに連れられて観に行ったが、行く前に必ずいわれた言葉は「泣かないこと」だった。でも、その約束は守られることはなかった。いつも嗚咽するくらい泣き、ハンカチを何枚も持たされた。

外国の悲恋映画を観ても、もらい泣きをしていたらしく叔母たちから「涙の条件反射」と訳の分からない言葉で囃され、「Yちゃんの涙は、犬のよだれみたいのもの」と言われた。その後、暫くは「涙」を流す自分を持て余して、映画館には行かなくなった。しかし、映画鑑賞は今でも大好きだし、いろいろ囃されたが、あの溢れる涙を否定されたように感じないまま大人になれたので、よかったと思っている…。

先日、若い女性が子供のように泣くことでカタルシスされたケース研究を聞いた。彼女は、思いっきり涙を流すことで、どうしようもない感情を表現することができたのではないだろうか。どっと流れ落ちる涙も、一筋頬をつたう涙も、きっと何かを相手に伝えたいのだ。涙から目をそむけていては人間としての感情を逸脱していくのかもしれないと感じながら帰路についた。



＜ありがとうございました＞
NTT西日本様10万円NTTドコモ関西様50万円



相談電話受信件数
	受信月
	3月
	4月
	5月

	受信件数
	1,564件
	1,734件
	1,739件

	相談員数(延)
	431人
	492人
	504人




チャリティコンサート－有名アリアで綴るオペラの楽しさ－
バリトン：田中勉メゾソプラノ：田中友輝子

ピアノ：阪本朋子司会・解説：日下部吉彦

♪♪

ヘンデル「オンゴラ・マイ・フ」（ラルゴ）

ビゼー「カルメン」から

モーツァルト「フィガロの結婚」など♪♪

日時／2002年8月2日（金）開場／18：30開演／19：00

座席交換／18：00場所／いずみホール

チケット代前売2,000円当日3,000円

*当日は、座席指定です。未就学児童のご入場はご遠慮ください。

●お問い合わせは関西いのちの電話事務局TEL06-6308-6868



【編集後記】Ｙ．Ｎ

偶然に思える出会いも実は必然性があってのことではないだろうか。

人は一人では生きてはいけない。人と人との出会いの中で、価値観の違いに驚き、うろたえながら自分を見つめて成長していくのだろう。電話を通しての出会いもまた然り、出会った必然性を捉え直し、自己を高めたいものである。



社会福祉法人関西いのちの電話

〒532-0028大阪市淀川区十三元今里3-1-72

TEL.06-6308-6868FAX.06-6308-6180
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